大学のキャリア教育の視点から : 学生・大学・社会のレリバンスの研究(4)日本と中国のインターンシップ制度比較研究 by 東南 隆光
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は　じ　め　に


















  An arrangement where students undertake work experience at a company under 
certain conditions is generally called an “Internship.” Recently the Education Ministry, the 
Ministry of Health, Labour and Welfare, the Ministry of Economy, Trade and Industry have 
adopted a plan to strengthen support for internship programs.
  The international comparative research of the internship is the present conditions 
that have not progressed very much.
  The author visited to the China and interviewed 10 Chinese major cities university and 
university staffs. And the author analyzed the comparative study of Chinese interview 
investigation and Japan’s internship investigation.
  As a result of analysis, the internship of Japan and China has big difference.
  By findings, the authors proposed for internship system from an educational point of 





































（平成 22）年 4月～12月に実施した新卒者就職応援プロジェクトの実習生 4,988名のうち就職し
た者は，1,831名で就職率 36.7パーセントにおよんでいる。この成果を受けて 2011（平成 23）
年度にかけて更に 10,000名の実習成立を目指して事業推進を行なっている。
　近年におけるインターンシップに係る国の政策を概観すると，文部科学省の，2012（平成


















































　ここで 1つ問題となってくるのが，インターンシップの期間が 1日間のセミナー型と 3～5日
































　株式会社ディスコが 2012（平成 24）年 1月 24日～31日に実施した「インターンシップに関





















































事後学習 4講時＋事後学習レポートの流れとなる。スケジュール全体では，6月 19日の第 1講






























ム 4年目は，前年度と同様の 4コースを設置している。2002（平成 14）年インターンシップ・
プログラム 5年目は，学生ベンチャースタートアップスクールと NPOストラテジープログラム







ログラム（特色 GP）として採択された。2006（平成 18）年インターンシップ・プログラム 9年
目は，短期大学生・4年制大学 1年次生を対象にトライアルコースを新設して，全 4コースの展
開となっている。特色ある大学教育支援プログラム（特色 GP）として採択は 2年目となる。
2007（平成 19）年・2008（平成 20）年は，インターンシップ・プログラム 10・11年目は，前年
度と同様に全 4コースを設置している。特色ある大学教育支援プログラム（特色 GP）として採
択は 3年目及び 4年目（最終年）として採択になっている。また，2007（平成 19）年よりイン
ターンシップ研究会（各種委員会）を立ち上げて，年間 4回にわたって研究を実施している。同
年は，インターンシップ・プログラム 100周年記念シンポジウム・交流パーティーを実施してい
る。2009（平成 21）年インターンシップ・プログラム 12年目は，短期大学生・4年制大学 1年
次生を対象のトライアルコースを休止して，全 3コースの展開としている。2010（平成 22）年



















































































































 北京 A大学 ： 基本的には，インターネット上からの自由応募となる。インターンシップを希
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望する企業等をホーム上で見つけたら，その企業に直接応募する方法をとる。
 北京 B大学 ： 教育学部で教員志望のインターンシップ（教育実習）は，大学側で実習先を見
つけてくれる。それ以外の企業での実習を希望するものは，インターネット上
からの自由応募となる
 北京 C大学 ： 基本的には，インターネット上からの自由応募となる。インターンシップを希
望する企業等をホーム上で見つけたら，その企業に直接応募する方法をとる。
 西安 D大学 ： 基本的には，インターネット上からの自由応募となる。インターンシップを希
望する企業等をホーム上で見つけたら，その企業に直接応募する方法をとる。
 西安 E大学 ： 大学側から希望する学生に企業・団体等を紹介する方法とインターネットから
自由応法する方法の 2つがある。
 西安 F大学 ： 大学側から希望する学生に企業・団体を等紹介する方法とインターネットから
自由応法する方法の 2つがある。
 西安 G大学 ： 教育学部で教員志望のインターンシップ（教育実習）は，大学側で実習先を見
つけてくれる。それ以外の企業での実習を希望するものは，インターネット上
からの自由応募となる。北京 B大学と同系のものとなる。
 西安 H大学 ： 基本的には，インターネット上からの自由応募となる。インターンシップを希
望する企業等をホーム上で見つけたら，その企業に直接応募する方法をとる。
 西安 I大学  ： 基本的には，インターネット上からの自由応募となる。インターンシップを希
望する企業等をホーム上で見つけたら，その企業に直接応募する方法をとる。
 西安 J大学  ： 大学側から希望する学生に企業・団体等を紹介する方法とインターネットから
自由応法する方法の 2つがある。
②　プログラムの形態と期間
 北京 A大学 ： プログラムの形態は，応募した企業での実践的実習を 1ケ月から半年の間行な
うものである。自由応募以外に，大学独自のインターンシップ制度を設けてい
る。
 北京 B大学 ： プログラムの形態は，応募した企業・団体・教育機関での実践的実習を 1ケ月
から半年の間行なうものである。





 西安 D大学 ： プログラムの形態は，応募した企業での実践的実習を 1ケ月から 1年の間行な
うものである。1年間の長期のインターンシップが多い。
大学のキャリア教育の視点から 235
 西安 E大学 ： プログラムの形態は，応募した企業での実践的実習を 1ケ月から 1年の間行な
うものである。1年間の長期のインターンシップが多い。
 西安 F大学 ： プログラムの形態は，応募した企業での実践的実習を 1ケ月から 6ケ月の間行
なうものである。6ケ月以上のインターンシップが主流である。
 西安 G大学 ： プログラムの形態は，応募した企業・団体・教育機関での実践的実習を 1ケ月
から 3ケ月の間行なうものである。
 西安 H大学 ： プログラムの形態は，応募した企業での実践的実習を 1ケ月から 6ケ月の間行
なうものである。6ケ月以上のインターンシップが主流である。
 西安 I大学  ： プログラムの形態は，応募した企業での実践的実習を 3ケ月から 6ケ月の間行
なうものである。6ケ月以上のインターンシップが主流である。
 西安 J大学  ： プログラムの形態は，応募した企業での実践的実習を 1年間行なうものである。
③　プログラムの内容
 北京 A大学 ： 基本的には，各企業に準じるので一様ではない。大学としては，授業科目で履
歴書の書き方やマナー等に対応している。
 北京 B大学 ： 各企業・団体に準じるので一様ではない。教育実習については，基本的な制度
が定められている。
 北京 C大学 ： 各企業・団体に準じるので一様ではない。実習を受ける前に必要とされる事前
学習に対応したインターンシップ講座を開講している。講座の内容は，ビジネ
スマナーやインターンシップの基礎知識である。
 西安 D大学 ： 基本的には，各企業に準じるので一様ではない。大学としては，授業科目で履
歴書の書き方やマナー等に対応している。
 西安 E大学 ： 各企業・団体に準じるので一様ではない。実習を受ける前に必要とされる事前
学習に対応したインターンシップ講座を開講している。講座の内容は，ビジネ
スマナーやインターンシップの基礎知識である。
 西安 F大学 ： 各企業・団体に準じるので一様ではない。実習を受ける前に必要とされる事前
学習のため企業担当者を大学に招聘して授業科目として開講している。
 西安 G大学 ： 各企業・団体に準じるので一様ではない。教育実習については，基本的な制度
が定められている。
 西安 H大学 ： 就職部及び各学部がそれぞれで，インターンシップの取り扱いを行なっており
正確な数は把握していない。
 西安 I大学  ： 各企業・団体に準じるので一様ではない。実習を受ける前に必要とされる事前
学習に対応したインターンシップ講座を開講している。講座の内容は，ビジネ
スマナーやインターンシップの基礎知識である。




 北京 A大学 ：基本的にアルバイトと同等の費用がでる。
 北京 B大学 ： 原則的には，有償である。金額には，幅がありアルバイト並みに費用を出すと
ころもあるが，1日にお茶代くらいしか出さないところもある。
 北京 C大学 ：原則的に有償であり，交通費とアルバイト代がでる。
 西安 D大学 ：原則的に有償であり，交通費とアルバイト代がでる企業が多い。
 西安 E大学 ：原則的に有償であり，交通費とアルバイト代がでる企業が多い。
 西安 F大学 ：原則的に有償であり，交通費とアルバイト代がでる企業が多い。
 西安 G大学 ：原則的に有償であり，交通費とアルバイト代がでる。
 西安 H大学 ：原則的に有償であり，交通費とアルバイト代がでる。
 西安 I大学  ：原則的に有償であり，交通費とアルバイト代がでる。
 西安 J大学  ：原則的に有償であり，交通費とアルバイト代がでる。
⑤　受け入れ企業の数と業種
 北京 A大学 ： 大学独自のインターンシップ制度による受け入れ企業は，旅行会社 2社のみで
ある。2社により受け入れ可能な人数は 50名程度である。
 北京 B大学 ： 各学部がインターンシップの取り扱い部局となっているので，就職部は把握し
ていない。




 西安 D大学 ： 就職部が全てのインターンシップ業務を担っているのではなく，各学部に担当
職員を置いているので，正確な数値はわからない。




 西安 F大学 ： インターンシップを希望する学生への特定企業・団体が 300あり，この 300企
業・団体については，確実に大学を経由して受け入れ先を決定できる。
 西安 G大学 ： 就職部及び各学部がそれぞれで，インターンシップの取り扱いを行なっており
正確な数は把握していない。
 西安 H大学 ： 就職部及び各学部がそれぞれで，インターンシップの取り扱いを行なっており
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正確な数は把握していない。
 西安 I大学  ： 就職部及び各学部がそれぞれで，インターンシップの取り扱いを行なっており
正確な数は把握していない。
 西安 J大学  ： 現在，インターンシップを希望する学生への特定企業・団体が 300あり，この
300企業・団体については，確実に大学を経由して受け入れ先を決定できる。
⑥　単位認定有無
 北京 A大学 ： インターンシップは，卒業要件として必修科目になっている。最低 2単位の単
位認定を行なう。
 北京 B大学 ： インターンシップは，卒業要件として必修科目になっている。
 北京 C大学 ： 単位認定を行なっていない。
 西安 D大学 ： インターンシップは，卒業要件として必修科目になっている。最低 2単位の単
位認定を行なう。
 西安 E大学 ： インターンシップは，2年次の必修科目になっている。最低 2単位の単位認定
を行なう。
 西安 F大学 ： インターンシップは，卒業要件として必修科目になっている。最低 4単位の単
位認定を行なう。
 西安 G大学 ： インターンシップは，教育学部以外の学生に対して卒業要件として必修科目に
なっている。最低 4単位の単位認定を行なう。
 西安 H大学 ： インターンシップは，卒業要件として必修科目になっている。最低 2単位の単
位認定を行なう。
 西安 I大学  ： インターンシップは，卒業要件として必修科目になっている。最低 2単位の単
位認定を行なう。
 西安 J大学  ： インターンシップは，卒業要件として必修科目になっている。しかし単位認定
は行なわない。　※今回の調査において初めてのケースである。
⑦　参加した学生の評価
 北京 A大学 ： 実習先の企業からの報告書をもとに評価を行なう。評価は認定か不可のどちら
かで，点数や ABC等の評価ではない。
 北京 B大学 ： 実習先の企業からの報告書をもとに評価を行なう。評価は認定か不可のどちら
かで，点数や ABC等の評価ではない。
 北京 C大学 ： 単位認定を行なわないので，評価もない。
 西安 D大学 ： 実習先の企業からの報告書をもとに評価を行なう。評価はほとんどが良い評価
結果となっている。
 西安 E大学 ： 実習先の企業からの報告書をもとに評価を行なう。評価は認定か不可のどちら
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かで，点数や ABC等の評価ではない。
 西安 F大学 ： 実習先の企業からの報告書をもとに評価を行なう。評価は優秀，合格，不合格
の 3段階にしているが，不合格はほとんど無い。
 西安 G大学 ： 実習先の企業からのレポートを提出してもらい，それをもとに評価を行なう。
 西安 H大学 ： 実習先の企業からの報告書をもとに評価を行なう。
 西安 I大学  ： 実習先の企業からの報告書をもとに評価を行なう。
 西安 J大学  ： 実習先の企業からのレポートを提出してもらい，それをもとに評価を行なう。
しかし先にも述べたが，単位認定は行なわない。
⑧　中国人以外の外国人の参加の可否
 北京 A大学 ：外国人は原則インターンシップに参加できない。
 北京 B大学 ：外国人は原則インターンシップに参加できない。
 北京 C大学 ： 外国人の参加は可能である。但し，実習先の企業・団体に就職することを前提
としたインターンシップに限定されるので，ただ単に実習体験をしたいだけで
参加することは難しい。
 西安 D大学 ：就職を前提としてインターンシップの場合は，受け入れが可能である。
 西安 E大学 ：外国人は原則インターンシップに参加できない。
 西安 F大学 ：外国人は原則インターンシップに参加できない。
 西安 G大学 ：外国人は原則インターンシップに参加できない。
 西安 H大学 ：外国人は原則インターンシップに参加できない。
 西安 I大学  ：外国人は原則インターンシップに参加できない。
 西安 J大学  ：外国人は原則インターンシップに参加できない。
⑨　担当者へ質問，インターンシップに参加するメリット
 北京 A大学 ： 就職意欲を高める上で，非常に有効的な手段であると認識する。
 北京 B大学 ： 参加するメリットは大いにある。共産党の機関でインターンシップに参加する
制度もあり，母国への理解や愛国心の向上にもつながる。













 西安 E大学 ： メリットは多すぎて，この場で言い尽くせないほどであるが，端的に言えば絶
対的価値があると言える。それからインターンシップを担当する現場での課題
としては，学生と受け入れ先とのミスマッチが多く起こっている。





















 西安 J大学  ： 理論と実践の違いを理解すること，また理論を実践の場に落とし込む意味で非
常に重要な場になる。
特記事項
 全ての大学 ： インターンシップの実習は，就職したい企業に対してアプローチするもので，
単なる実習体験を目的として参加するものではない。







































































































2） 東南隆光「大学のキャリア教育の視点から ― 学生・大学・社会のレリバンスの研究 ―（1）
認知的能力における外国語」『京都外国語大学研究論叢 78』2011年　p. 263‒285.
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3） 東南隆光・横山卓哉「大学のキャリア教育の視点から ― 学生・大学・社会のレリバンスの研
究 ―（2）キャリア教育としてのインターンシップ」『京都外国語大学研究論叢 79』2012年　
p. 289‒304.










12）1994（平成 6）年 3月，45大学・短期大学と京都府・京都市の 2つの自治体が参加して，「京
都・大学センター」が発足した。当初，単位互換事業からの事業開始となり，翌年度，国際交
流事業，リカレント教育事業，大学教育研究交流が加わり年々事業が拡張した。事業拡大に伴
い，1994（平成 6）年 10月法人化検討委員会が設置され，1998（平成 10）年 3月文部大臣に
より設立許可を受け，45の大学・短期大学，京都市，経済 4団体の 50団体が連携した「財団
法人大学コンソーシアム京都」が設立された。そして 2000年に活動拠点である「大学のまち
交流センター：通称：キャンパスプラザ京都」が完成した。2010年 7月 1日からは，公益財
団法人としての認可をうけている。
13）公益財団法人大学コンソーシアム京都 2012年度インターンシップ・プログラム募集ガイド
p. 1‒14.
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